
 
                                                               

京都市では，独自性がある，先進的であるなど，特に優れたリデュー

ス(発生抑制)，リユース（再使用）の取組を行う事業所を２Ｒ特別優良

事業所に認定する制度，「２Ｒ特別優良事業所認定制度」を平成２９年

度から実施しています。 

ごみを出さない・ごみにしないために皆さんの事業所で工夫されて

いることは何ですか？特に，「プラスチック削減」を推進する事業所の

皆さんの御応募をお待ちしています（その他の取組での御応募も歓迎）。 

 

 
GOOD NATURE STATION 

アメニティを客室に設置せず，利用客に持参を案内するとともに，ウォーター

サーバー設置や竹製歯ブラシの使用など，プラスチックの使用量を削減 

ホテルインターゲート京都 四条新町 

受付部門と調理部門が前日と当日朝に即時的に情報共有し，最適な量を提供す

るとともに，朝食で余ったパンのリメイクにより，食品ロスを削減 

＜これまでの認定事業所＞ 
○ 松村株式会社        ○ 国立大学法人京都工芸繊維大学 

○ 株式会社島津テクノリサーチ ○ 株式会社若林佛具製作所 

○ ホテル日航プリンセス京都  ○ 株式会社ダイエー市内５店舗 

○ 京都生活協同組合市内２店舗 〇 日本新薬株式会社 

 

♦認定のメリット 

  認定証及びステッカーを贈呈するほか， 

京都市のホームページで事業者名と取組 

内容などを広く紹介させていただきます。 

          →ＨＰ※掲載事例 

  

↓認定ステッカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦認定対象 （①～③のいずれかに該当すること（市関連施設は対象外）） 

  ① 事業用大規模建築物 

  ② 「事業者報告制度※」対象事業所 

  ③ 「市民モニター制度※」実施事業所  
    ※ ごみ半減をめざす「しまつのこころ条例」に基づく 

♦認定基準 

  認定基準（裏面「自己チェックリスト」１参照）の必須項目を全て満たし， 

  申請の内容についての京都市の審査委員会の評価が基準点以上（審査委員 

  の平均が７０点以上）であること 

♦認定期間:２年間 

 

♦その他留意点 

 ・認定基準の適合状況や申請の内容について電話や訪問等で確認させてい 

  ただくことがあります。  

 ・認定事業所の決定は９月末頃，認定証授与式は１０月を予定しています。 

 

♦応募方法 
・ 自己チェックリスト（裏面）の「１ 必須項目」に適合していることを

御確認ください。 

（「２ 評価ポイントと採点の目安」は参考までに御覧ください。） 

・ 申請書と必要書類を合わせて下記まで御提出ください（email 又は郵送）。 

申請書は裏面を使用又は以下のホームページからダウンロードできます。 

 URL http://kyoto-kogomi.net/business/2rnintei/ 

・ 申込みの締切は５月３１日まで（必着）です。 

 

 ＜問合せ・申込み先＞ 

京都市環境政策局 循環型社会推進部 資源循環推進課２Ｒ推進担当 

〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 番地 

      電話：075-222-3946 email: gomigenryo@city.kyoto.lg.jp  

※ 「京都こごみネット」の優良事業者の紹介のページ 

御応募お待ち

しています！

い。 

♦令和３年度に認定された事業所 



 

自己チェックリスト（認定基準） 

 

１ 必須項目（不適合項目があれば認定しない。） 

 

 

２ 評価ポイントと採点の目安（審査員の平均が７０点以上（小数点第１位以下切

捨て）であれば認定） 

 

（１）２Ｒ特別優良活動※内容 

・他の事業者に見られない独自性のある２Ｒの取組が実施されている。  

   ５０点以上 

・独自性があるとまではいえないが，先進的な２Ｒの取組が実施されている。 

   ４０点以上５０点未満 

・広く普及している２Ｒの取組ではあるが，その実施が徹底されている。 

   ３０点以上４０点未満 
         ※ ２Ｒ特別優良活動とは 

事業所の２Ｒ活動であって，独自性のある取組や先進的な取組が実施されて

いる又はその活動が顕著であるなど，特に優れた２Ｒ活動と評価できるもの 

（２）ごみ減量効果について 

  ・妥当性のある評価指標が設定されており，ごみ減量の効果が出ている。２０点 

・評価指標の設定に妥当性があり，ごみ減量の効果が今後期待できる。 １０点 

（３）その他加点 

  ・２Ｒ特別優良活動に継続性が期待できる。１０点 

  ・２Ｒ特別優良活動について，より優れた活動への進展が期待できる。 

   １０点 

  ・そのほか，２Ｒ特別優良活動について優れた点がある（地域貢献や教育活動支

援につなげている，ごみ減量効果以外の優れた効果がある等）  

一つにつき，１０点 

 

２Ｒ特別優良事業所認定申請書 

（宛先）京都市長 申 請 日     年  月  日 

申請者（①又は②のいずれかにチェック） 

□①事業用大規模建築物の所有者

等 

□②店舗又は建築物で事業を営む

者（事業所が支社・支店の場合

は，支社・支店を代表する者） 

法 人 の 所 在

地・名称・職名

及び代表者氏

名 

 

担 当 者 連 絡 先 

（住所） 

（部署・職名） 

（電話番号） 

（氏名） 

 下記の建築物について，２Ｒ特別優良事業所認定を申請します。 

認定を希望する建

築物 

所 在 地 
 

名 称 

ふりがな 

 

・下記の内容について，Ａ４一枚程度（両面可）にまとめること 

・参考資料として，別途Ａ４一枚程度（両面可）を添付すること可 

(1) ２Ｒ特別優良活動の内容 

 

(2) (1)の活動が特に優れていると考える理由 

 

(3) (1)の活動によって，どのようなごみ減量効果が期待できるか。また，どのよ

うな指標で効果を測定するのか。 

 

(4) (1)の活動に関する次年度以降の計画や今後の展開について 

 

(5) (1)の活動に関するその他アピールしたい点   

項目 適否 

（１） 当該年度の「ごみ半減をめざす『しまつのこころ条例』」第１

７条に基づく報告書を期限までに提出している（提出義務が

ある場合）。 

 

（２） 当該年度の「ごみ半減をめざす『しまつのこころ条例』」第１

７条に基づく報告書について，実施義務・努力義務の項目に

取り組んでいることが確認できる（提出義務がある場合）。 

 

（３） 前々年度以降，廃棄物処理法その他廃棄物関係法令につい

て，改善等を求める内容の文書指導を受けていない。 
 

（４） 当該年度の減量計画書を期限までに提出している。 
 


